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新基準による耐震改修設計 その①

～ WEEに一手間加えて経済設計 ～

新基準で改訂された点

1．保有耐力 0.25Ｑｒ（必要耐力の1/4）

を加えることができなくなった。

2．有開口耐力壁を算定、加算する。

3．接合部低減 段階式から直線補間になった。

4．劣化低減 一般診断法では最大値が0.9

補修しても1.0にならない。

5．配置低減 充足率が1.0以下の場合、必ず低減。

（4分割法）

生じた問題点

・ 旧診断から0.2～0.4数値が低く出る。

・ 劣化を補修しても数字が上がらない。

・ 旧基準より２～３割補強を増やす必要が

ある。

・ 精算法を使う場合、偏心率の計算が必要。

・ 接合部低減が煩雑で手計算では無理。



新基準による改修設計の進め方

一般診断法による改修設計

再診断
診断報告書の内容に照合し、

誤差等修正する

Ｎ値計算による数値の見直し

精算法による必要耐力計算 ①

補強計画

ＷＥＥで保有耐力計算 ②

②が①を上回るか

偏心率の計算

上部構造点

終了

1.0以上

1.0未満

NO

YES

精密診断法による改修設計

再診断 細部を綿密に調査し、

精密診断法で再診断する。

Ｎ値計算で接合部ランク判定

精算法 簡易重量表
現状に合わせ

荷重計算
必要耐力計算

補強計画

精密診断法で保有耐力計算 無開口耐力壁の補強

有開口耐力壁の補強

基礎の補強（必要により）

仕口補強

上部構造点

偏心率・剛性率の計算

Ａi分布による必要耐力計算

終了

1.0以上

1.0未満



劣化無しでの診断はダメ

例題による実例
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Ｎ値計算表はホームページ「資料室」にあります。

第6回研修会資料に解説があります。

Ｎ値計算を行い、両端「い」となった

壁は金物Ⅰとして診断します。

※ 「い」

短ほぞまたはカスガイ程度

（引き抜きのない端部）
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配置低減が

1.00になるよう

補強案を作る

保有耐力は

精算法で求めた

必要耐力以上を

目標にする。

2階は金物補強

のみでクリア

補強案の作成

・２階は全て仕口金物を施工する。

・１階の仕口金物は可能な位置のみ補強する。

・壁の補強、耐力壁の補強は図面により行う。

・基礎の補強を図面により行う。



偏心率の計算

補強案が目標の数値になり、バランスも問題なさそうになった

ところで、偏心率を計算しチェックします。

偏心率計算の手順

１．重心を求める

２．剛心を求める

３．弾力半径を計算する。

４．偏心率を計算する。

偏心率＝偏心距離／弾力半径

偏心距離＝重心座標と剛心座標との差（絶対値）

重心 ： 重さの中心

剛心 ： 強さの中心

左図は重心を手計算したもの。

最も簡単な重心の計算でこれだけの計算が必要となる。



オリジナルワークシートで

偏心率を計算
① 建物の種別を1,2,3で入れます。

左下の位置を入力

自動的に1階に2階が反映する

2階が乗っていない

1階部分を入力



注意 １，２階床面積は、ＷＥＥと合っているか

必ずチェックする



剛心の計算

910

2730

4550

5460

0.00

① 通り番号を記入

② ×軸からの

距離を記入

③ 各通り毎壁NOを転記する。

WEEのデータを移植し、偏心率等を求めます。



④ 壁番号を合わせて、壁耐力（Ｑwi）を転記していきます。

⑤ 同じように２階Ｙ、１階Ｘ，Ｙを入力します。



本来、WEEの計算結果と合致するはずが

誤差が出ます。

WEEが見えない小数３位以下の数字が有効に

なっているためです。

枠内の合計は

16.66のはず

入力が間違いないかをWEEの数値と照合します。

ただし、コンマ以下の数字がずれることがあります。



入力が終われば、壁量集計、剛心の計算は自動でできます。



弾力半径の計算も

自動で行います。



偏心率は0.30以下にする。

それ以上はシート適応外

劣化度はWEEから写す。

耐力は足し算に誤差が出る。

2階は必要耐力が上がり数字が下がり、

1階は必要耐力が下がり、評点が上がる。



Ｇ：重心

Ｓ：剛心

Ｙ軸からの距離

ｘ(m)

Ｙ

Ｘ

有効壁耐力(lx)

偏心距離

ex(m)

剛心からの距離

｜x-xs｜(m)

偏心率の解説

Ｓ ： 剛心(xs,ys)

Ｇ ： 重心(xg,yg)

ex,ey： 偏心距離

lx,ly ： 各方向の壁耐力

（精密診断は壁剛性）

×方向の壁について

剛心 ys＝
Σ lx・ｙ

Σ lx

弾力半径

ｒex ＝
Σlx(y-ys) +Σly(x-xs)

Σ lx

2 2

偏心率 Ｒex＝
ey

ｒex

Ｙ方向はｘ，ｙ入れ替え


